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1 ．研 究 目的

こ の 研究の 目標 は日本 の色覚文化 を探 る こ とで

ある 。 その 研究過程にお い て どの よ うなタ イプの

先天 赤緑色覚異常の 多型性 で もよ く判別で きる

ユ ニ バ ーサル カ ラ
ー

を考察 して い きた い と考え

て い る。以前よ り色覚，特に石 原表 の研究 1］21お よ

び黄緑の 色覚の 多様性 3） の 研究に行 っ て い た。

日本の 色彩 ・色覚文化の レベ ル に は並々 な らぬ高

さが あ り、それ が い つ 頃ど の よ うな経緯にお い て

培われた も の な の か に つ い て 強 い 関心 を持 っ て

い た．近世文化 における薄明視 （桿体に 感度が 移

る プル キ ン エ 現象）に つ い て は よ く 知 られ て お り，

茶道 に おい て 多くを指摘さ れて い る 4 ）。今回 、特

別 に真言宗仏教関係者の ご助力を得て 、京都智積

院収 蔵の 国宝 　長谷 川 等伯
一
門 「桜 図 」　「楓図 」

を直接、測色する機会に恵 まれた。用 い られ た 色

に つ い て 新た な知見が得 られ た の で こ こ に報告

す る。智積 院は収蔵庫内の照 明の 照度 を変える こ

とがで きる よ うに して 展示 して お り、ほ ぼ灯明 の

明る さで拝観する こ とが可能で ある。暗い状態で

もそ の 桜 は明る く浮き tが り、楓の 葉の 朱 と緑 青

の 葉 を見分 ける ことが で き る 。 暗 い 状態で は比視

感度が短波長側 に移行 するた め赤色が暗 くみ え

るは ずで ある。何故判別が 可能なの で あ ろ うか e

今回 は特に こ の 問題の 解明 を 目的 と した 。

2 ．研究方法

測色は 2005年 3月4日に行 っ た 。 智積院収蔵庫に陳

列 され た 長谷 川等伯一
門 に よ る 「桜図」 と 「楓 図 」

の 部分36箇所 を ミノル タ分光測色 計CM−503iで測

色 した 。

3．研究結果

36箇所 に つ い て 分光測色デー
タ を得、顔料の 種類

として 胡粉，朱，緑青，群 青、墨，金地 と思 わ れ

る 結果 を得た。こ こ で は特 に赤系統と 青緑色系統

の 色に つ い て 報告する。図 1 は楓図 （部分）図 2

は桜図 （部分）で あ る 。図 3 に主 な色を xy 色度図

に表した。

図 1 楓図

3 ．研 究結果

36箇所に つ い て 分光測色デ
ー

タを得、顔料の種類

と して 胡粉，朱 ，緑青，群青 ， 墨 ，金地 と思われ

る結果 を得た 。 こ こ で は特に赤系統 と青緑色系統

の 色に つ い て 報告す る。図 1 は楓図 （部分）図 2

は桜図 （部分）で ある。図 3 に主な色をxy 色度図

に表 した 。
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4．考察

図 4 は楓図 の 朱色部分 5 箇所の 分光分 布で ある

長波長側の 分光分布 の 低 い 下 3箇所は酸化鉄 （ベ

ン ガラ）系の 顔料が多 く含 まれて い る と考え られ

る 。 高い 2 箇所 の 分光分布 は 占代朱の 分光分布に

最 も似通 っ て お り、天 然辰 砂 （水 銀朱） の 純度の

低い もの と推測 した 。

図 5 は天然辰砂，天然緑青，群青 の 分光分布で あ

る 。 朱 と緑青 の色は石 原表の第 1表 （青緑を背景

に朱色で 数字が構成 され て い る） どん な色覚で も

読む こ とが で き る 色の 組み 合わせ で ある。辰砂

（水銀朱）の 分光分布 は530nm辺 りか ら上 昇 して

い る。L錐体 を欠 く第 色 覚異常 （強度） で は．

赤 と黒をW，　1・　ilする こ とが ある が、辰 砂は 赤系統 の

色 で も530nmの 分光分布 の 反射率が ベ ン ガ ラ （酸

化鉄）な どよ り高い の で 黒 と混同 しない 。LMS3色

型 で も暗順 応下 で は比視感度 が 530nmへ 移行 して

しま う の で 辰砂は黒よ り明る く朱色 と判別で き

る の で ある 。

　　図 4　楓図の 朱色部分 5 箇所 の 分光分布
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　図 5　天然辰砂，天然緑青， 群青の 分光分布
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